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Matsuo et al. (2021)

光学系
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回折限界分光コロナグラフの性能を制限する2つの要因

主星光抑制能力を制限する要因 : 焦点面マスクのミスモジュレーション

帯域制限 : 非共通光路差
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主星光抑制能力を制限する要因 : 焦点面マスクのミスモジュレーション
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主星光抑制能力を制限する要因 : 焦点面マスクのミスモジュレーション
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主星光抑制能力を制限する要因 : 焦点面マスクのミスモジュレーション
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帯域制限する要因 : 非共通光路差
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焦点面マスクのミスモジュレーションによるコントラスト制限
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非共通光路差による帯域制限

Kojima et al. (2024)

要求コントラスト 要求コントラスト

離
角

離
角

離角 離角



11/11研究背景 手法 結果

1. 主星光を広帯域で取り除く回折限界分光コロナグラフの理論的性能評価を行った

2.   焦点面マスクのミスモジュレーションで主星光を抑制する能力が制限される
o 点光源と 視直径0.03 ,

-	の主星に対して、波長分解能2000で回折限界で10./0コ
ントラストを達成できる

3.   非共通光路差で帯域制限される
o RMS:0.8nm、PV3.8nmの鏡面精度を用いると、8%の帯域幅で 10./0	コントラス
ト以下に主星リークを抑えられる

まとめ


